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令和６年度埼玉県アレルギー疾患医療連絡協議会議事録 

 

１ 日 時 令和６年１０月２８日（月） 午後７時００分～午後８時００分    

２ 会 場 Ｚｏｏｍによるオンライン会議 

３ 出席者 松本会長 登坂委員 西本委員 板澤委員 齊田委員 関澤委員 木村委員 大久保委員 

     （欠席：荻野委員、松尾委員） 

  オブザーバー 保健体育課、さいたま市保育課 

 

４ 議 事 

（１） 埼玉県アレルギー疾患対策推進指針の第８次埼玉県地域保健医療計画への位置付けについて 

（報告） 

  ○ 事務局から資料１に基づき説明。 

 

【協議内容】 

  登坂委員  アレルギー疾患は幅広いが、どういう所を目標にやっていくのか、もう少し具体的な

話はあるか。 

  事 務 局  登坂委員のおっしゃる通り、アレルギー疾患は非常に幅が広い。どこを目標にやって

いくかについては、この後の議題２で具体的な取り組みを説明する。 

  松本会長  私の方から補足すると国の方の検討会では２点重点項目があり、１点目が食物アレル

ギーについて。これはどこを受診したらよいのか、どこで相談をしたらよいのかといっ

た課題があり、専門の先生も少なく、重症の場合には命にかかわることもあるためであ

る。２点目として、重篤なアレルギーの場合は様々な診療科に関係するため、単独の診療

科だけでの対応が難しいというものである。 

 

  松本会長  他にご意見はございますか。 

        （委員より意見なし） 

 それでは、次の議題に移ります。 

 

（２） 令和５年度埼玉県アレルギー疾患対策事業について（報告） 

  ア アレルギー疾患対策推進のための施策 

   (ｱ) 正しい知識の普及啓発及び発症・重症化予防のための取組の推進 

   (ｲ) 症状や重症度に応じた適切な医療を受けられる体制の整備 

   (ｳ) アレルギー疾患患者の生活の質の向上 

  イ アレルギー疾患相談窓口（電話相談） 

  ウ 令和５年度 県民情報提供及び人材育成に係る研修会 

  エ アレルギー疾患生活管理指導表に関する相談事業 

  ○ 事務局から資料２に基づき説明。 

  



令和６年度埼玉県アレルギー疾患医療連絡協議会 

 

2/3 

【協議内容】 

  板澤委員  補足すると、電話相談事業において「オ、相談内容」で「その他」が多いが、現状のシ

ステムでは記載のある項目の内、１項目しか選択ができない。そのため、複数の相談内容

があると「その他」を選ばざるをえない。来年度以降、複数選択できるよう埼玉県と協議

していきたい。 

        続いて、電話相談事業で困っている点があり、セカンドオピニオン的な相談を受ける

事例が増えてきている。また、時間も１人で１時間ぐらいかかってしまうこともある。 

        あと、この資料にはまだ反映されていないが、成人の食物アレルギーの相談が増えて

きている印象がある。 

        生活管理指導表では、相談を受けた内容をまとめた事例集を作ろうと準備している。

いつ完成するかは未定だが、進めていきたい。 

 

  松本会長  他にご意見はございますか。 

        （委員より意見なし） 

 それでは、次の議題に移ります。 

 

（３） 令和６年度埼玉県アレルギー疾患対策の取組について 

  ア アレルギー疾患県民情報提供事業 

  イ アレルギー疾患対策人材育成事業 

  ウ 各事業への後援、ホームページ等での情報提供 

  ○ 事務局から資料３に基づき説明。 

 

【協議内容】 

  板澤委員  「②アレルギー疾患相談窓口」の部分だが、電話相談窓口事業と生活管理指導表に関す

る相談事業の２つの事業が１つにまとめられてしまっているため、別々の事業であるこ

とを分かりやすく記載してほしい。 

        あともう一つ、獨協医科大学埼玉医療センターの松原先生と監修をした乳幼児のスキ

ンケアの啓発パンフレットについて、どのように市町村で活用されているか分かったら

教えていただきたい。 

  事 務 局  まだ、各市町村でどのように使用されているかの振り返りはできていないが、乳幼児

訪問や新生児訪問等で使用したいという要望を何件かいただいている。そのため、その

ような場面で活用されていると考えられるが、アンケートを取ってどのように活用され

ているかを把握していきたい。 

 

 

  松本会長  他にご意見はございますか。 

        （委員より意見なし） 

        それでは、次の議題に移ります。 
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（４）その他 

【協議内容】 

 西本委員   教育委員会と一緒に公立小学校、中学校、高校の児童生徒における食物アレルギーの

実態調査を実施しており、鶏卵に対し何らかの配慮を要する児童が年々減少しているこ

とが判明している。このことを埼玉県地域保健医療計画（第８次）の指標一覧に含めて

もいいのではないか。 

 事 務 局   こちらの指標には追加ができないため、今後どのような形で成果として載せられるか

を検討したい。 

 西本委員   具体的で客観的な評価指標があった方がいい。先程の医療機関の調査で、食物負荷試

験の実施施設がこれだけ増えたとか、特異的 IgE 抗体などのアレルギー検査が陽性でも

食物負荷試験により、食物アレルギーと診断される子どもの数が減った等の実績を考え

ておくのがいいと考える。 

 松本会長   せっかくこのような良い結果があるため、ぜひうまく工夫をして主要の一覧の中へ入

れられるよう事務局には考えてほしい。 

 事 務 局   ご意見ありがとうございます。承知しました。 

 

  松本会長  他にご意見はございますか。 

        （委員より意見なし） 

 

（５）閉会 

松本会長   それでは、以上をもって令和６年度の埼玉県アレルギー疾患医療連絡協議会を閉会と

させていただきます。本日はお忙しいところ、ご出席をいただきまして誠にありがとう

ございました。 


